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ひとよし生活困りごと支援センター開所式／手話サークル「わかぎ」人吉・球磨グループ県知事表彰受賞
ひとよし生活困りごと支援センター
人吉球磨成年後見センター
第２次地域福祉活動計画
高齢者相談員紹介
デイサロン見学記(九ちゃんクラブ)／開所式(小柿町内会)
社協賛助･特別会員(町内別協力者)
社協特別会員名簿
ふれあいぼられんだより
人事異動あいさつ／介護支援専門員試験案内
香典返し･一般寄付･善意銀行／無料法律相談
赤十字運動月間／助成金申請団体募集／編集後記

…… 2
………………………………………………………………… 3

…………………………………………………………………………… 4
……………………………………………………………………… 5・6・7

……………………………………………………………………………………… 8
……………………………………… 9

 …………………………………………………………… 10・11
…………………………………………………………………………………… 12

…………………………………………………………………………… 13
…………………………………………………… 14
…………………………………………………… 15
……………………………………………… 16

主
な
内
容

表紙写真………手話サークル「わかぎ」の皆さん手話の意味は「アイ ラブ ユー」です。

「ひとよし生活困りごと支援センター」開所
　「ひとよし生活困りごと支援センター」が4月1日にオープ
ンしました。当センターは生活困窮者自立支援法の施行に
伴い始まった事業になります。「仕事に関すること」「日常の
生活に関すること」「お金のやりくりに関すること」など「生
活の困りごと」について相談に応じ、共に考えながら、支援し
ていきます。
　センターは、社会
福祉協議会事務局内
に設置しています。
　どなたでもお気軽
にご相談下さい。

主任相談支援員・相談支援員・就労支援員の
３名体制で相談に応じ支援していきます。

仕事や生活などの困りごとを共に考え、支援します。

　手話サークルわかぎの定例会は毎週水曜夜７時３０分から下球磨消防署２階の会議室で開かれています。
　平成27年度最初の定例会は４月１５日(水)にあり、取材にお邪魔させていただきました。
　この日は、まず聴覚障害に関する情報やできごとなどを楽しく伝える熊本ローカルの情報番組であるビデオマガジン
「みるっく」の鑑賞から始まり、次に手話で話される都道府県名を読み取り、黒板に貼った日本地図に都道府県名の書かれ
たカードを貼っていくというゲームのような練習をされていました。最後に小野尾会長から県理事会の報告、ご自身の手話
を始めた経緯等の話がありました。
　およそ１時間半の間、ろう者の方と一緒に楽しくお話ししたり、学習の場面では、皆さん熱心に取り組まれている姿が印
象的でした。

　平成27年2月、手話サークル「わかぎ」の皆さんの永年の社会福祉活動が認められ、蒲島熊本県知事より表彰状が贈ら
れました。おめでとうございます。

～聴覚障がい者と共に～  熊本県手話サークル「わかぎ」人吉・球磨グループ

県知事表彰受賞！！

手話で都道府県を伝えています。
正しく読み取れるでしょうか？ 分かった人は日本地図にカードを貼ります。 小野尾会長のお話

業務の内容はこちら
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相談から支援まで継続して支援します
ひとりで悩まないでご相談ください

相談者の声を聞きながら、相談者と支援員が一緒になって自立のために取り
組みます。

……… ひとよし生活困りごと支援センター　☎ 24-8111 ………

○相談から支援の流れ

まず、困っていることを何でも話してください
・センターに来てもらってもいいですし、電話でもいいです。
・仕事や家庭の事、心や身体の問題など何でも
  相談にのります。
・職員が訪問する事もできます。

・相談内容によってセンターで対応するか、他の関係機関につなげるかを
　判断します。
・他の関係機関につなげる場合も、同行や同席をして確実に支援します。

・相談者の希望を尊重しながら、自立に向けた計画を相談
　者と一緒に作ります。
・計画に基づいて、地域の様々な関係機関が連携して支援
　を行います。

自立した生活！

ステップ①

相談内容に沿った支援を考えますステップ②

相談者と一緒に自立への計画を立て取り組みますステップ③

［相談内容］
仕事に関する相談 ……………
お金に関する相談 ……………
住居に関する相談 ……………
生活全般に関する相談 ………

ハローワーク 等
社協、司法書士 等
住宅確保給付金、不動産屋 等
社協、包括、民生委員・児童委員 等

［関係機関］ 同行・同席
手続きのお手伝いを
します！
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　「成年後見制度」とは、認知症や知的障がい、精神障がいなどの理由により判

断能力が不十分なため、自分ひとりでは契約や財産の管理をすることが難しい方

が、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるように支援する制度です。

物忘れがあり、

財産管理が

うまくできない。

障がいの
ある子の
親なき後が
心配。

成年後見制度

についてくわしく

知りたい。

福祉サービスや
施設入所の
契約内容が
理解できない。

このようなときは、お気軽にご相談ください。

※このセンターは人吉球磨10市町村から委託を受けています。

☎0966-24-8800
社会福祉法人  人吉市社会福祉協議会（２階）

人吉市西間下町永溝41-1

開所式の様子

人吉・球磨成年後見センター平成27年4
月に

　開設しま
した！

主な業務

●相談
制度を利用するための手続きや申し立てのア
ドバイスを行います。
また、必要に応じて関係機関をご紹介しま
す。

●市民後見人の養成
後見業務の新たな担い手として地域住民の方
を対象に研修を行い、市民後見人を養成しま
す。

●「成年後見人制度」の普及・啓発
制度をより多くの方に知っていただくために
出張相談会、住民向けのセミナーを行いま
す。
（広く情報を発信していきます。）

●成年後見人等の受任（法人後見）
人吉市社会福祉協議会が法人として法人後見
を受任します。
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基 本 理 念

誰もが安心して自分らしく暮らせるまちをつくるための計画ができました

第２次 人吉市地域福祉計画・地域福祉活動計画

ひとを思いやり
ともに支え合う
よろこびあふれる
しあわせのまち ひとよし

「お・た・が・い・さ・ま」

計画書

地域福祉
　ってなあ

に？
地域福祉
　ってなあ

に？
地域福祉とは、地域の人と人とのつながりを大切にし、
お互いに助けたり助けられたりする関係やその仕組みを
つくっていくこと

　地域福祉とは、制度によるサービスを利用
するだけでなく、地域の人と人とのつながり
を大切にし、お互いに助けたり助けられたり
する関係やその仕組みをつくっていくことで
す。
　これからのまちづくりは、子どもから高齢
者まで住民の誰もが住み慣れた地域の中で、
心豊かに安心して暮らせるような仕組みをつ
くり、それを持続させていくことが求められ
ています。

　そのためには、さまざまな生活課題につい
て住民一人ひとりの努力、住民同士の支え合
い、公的な制度の連携によって解決していこ
うとする取り組みが必要です。



⑥人吉市社協だより平成27年(2015年)5月15日発行 No.173

基 本 目 標 1. みんなで育もう！思いやりの心

　１  社協の事業を通じ、住民の地
域福祉への関心を高めます。

　２  新たな情報媒体を活用した広
報啓発に取り組みます。

　３  各関係機関と協力し、ボラン
ティア活動や福祉に関する学
習の場の提供やコーディネー
トを行います。

　１  潜在的なマンパワーを発掘し、
地域活動につなげます。

　２  ボランティアのグループ化、
活動への支援を行い、地域で
活躍する人材を確保します。

　３  町内会長、民生委員児童委員、
高齢者相談員等の地域の福祉
リーダーに対する研修の充実
を図ります。

（1）人権の尊重と地域福祉の意識醸成

（2）福祉の担い手の育成

基 本 目 標 2. みんなでつなごう！地域の輪

　１  校区社協活動及び福祉教育を
通じて、地域の福祉団体と連
携し、地域交流を推進します。

　２  地域住民が顔見知りになるよ
うなきっかけづくりを行います。

　１  認知症や判断能力の低下した
人の権利擁護のための支援体
制を整備します。

　２  生活困窮者や地域から孤立し
ている人及び引きこもりの人
などの情報を把握し、地域の
関係者と連携して自立に向け
た支援を行います。

　３  住民参加型の支援体制を充実・
拡充させるための担い手を養
成し確保します。

（1）地域・世代間交流の推進

　１  小地域ネットワークを核に民間事業所と連
携し、支援を必要とする人をもれなく把握
できるネットワークをつくります。

　２  全ての住民が「助け上手、助けられ上手」に
なるための啓発を行います。

　３  座談会や調査等を通じて、生活課題を把握
し、地域で共有し解決していきます。

　４  小地域ネットワークをさらに充実させるた
め。地域福祉の担い手を増やしていきます。

　４  住み慣れた地域で自立した生活が継続でき
るよう社協が持つ地域福祉のネットワーク
と連携した生活支援サービスを行います。

（3）地域福祉ネットワークの強化

（2）自立した生活への支援

地域座談会の開催安心安全応援団のステッカー

人吉市社会福祉協議会の第２次地域福祉活動計画は、これまで地域とともに育ててきた
「小地域ネットワーク」を核に、行政、関係機関、団体、ボランティア等との連携を更に
強め、地域の福祉力を高めていくことを目標とします。

東間小の児童による元気いっぱいの発表

表彰

ボランティア養成講座の開催地域福祉推進フォーラムの開催

年５回発行の社協だより

ホームページを刷新しました



基 本 目 標 3. みんなでつくろう！安心して暮らせるまち

　１  災害時に支援を必要とする人をも
れなく把握し、援助をする人につ
ないでいきます。

　２  災害時に活動できるボランティア
を確保し、有事の際の支える力と
します。

　１  効果的な情報発信の方法や手段を
検討し、開発していきます。

　２  社協の事業やサービスを通じ、防
犯対策や環境保全に対する意識を
高めます。

　３  身近な相談機関として社協の存在
を広く知らせていきます。

（1）防犯・防災対策の推進

（2）情報の提供と相談体制の充実

　１  幅広い世代の人に心のバリアフリーを根付
かせます。

　２  バリアフリーやユニバーサルデザインの情
報を収集し、社協だよりやホームページ等
で広く周知していきます。

（3）福祉のやさしいまちづくりの推進

バリアフリーマップの作成

災害ボランティア養成講座の開催

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の体験

土嚢づめ体験

基 本 目 標 4.みんなで進めよう！生きがいと幸せを感じられるまち

　１  デイサロンやミニサロンの在
り方について地域や行政と協
働し、新たなサロンの仕組み
を構築します。

　２  元気な高齢者や閉じこもりが
ちな高齢者が自身の経験等を
活かせる場や機会を提供しま
す。

（1）健康づくりと介護予防の推進

　１  既存のサービスでは対応できないニーズを
満たすため、新たな資源を開発します。

　２  社協が行う事業のパンフレットやポスター
等をあらゆる場所に掲示し、周知を図りま
す。

　３  社会資源の情報を収集し、さまざまな手段
で提供していきます。

　３  住民参加型の支援体制を充実・拡充させる
ための担い手を養成し確保します。

　４  住み慣れた地域で自立した生活が継続でき
るよう社協が持つ地域福祉のネットワーク
と連携した生活支援サービスを行います。

（3）社会資源の開発・情報発信

　１  認知症や判断能力の低下した
人の権利擁護のための支援体
制を整備します。

　２  生活困窮者や地域か
ら孤立している人及
び引きこもりの人な
どの情報を把握し、
地域の関係者と連携
して自立に向けた支
援を行います。

（2）自立した生活への支援

ファミリーサポートセンター事業の実施 買い物支援事業の宅配サービス

※ホームページで確認ができます。

⑦ 人吉市社協だより 平成27年(2015年)5月15日発行No.173
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あなたの地域の高齢者相談員さんです

安心連絡カードができました

　民生委員児童委員さんと協力して、高齢者の見守り・訪問活動を行います。任期は平成27年４月１日か
ら平成30年３月31日までの３年間です。

　総会に先立って行われた委嘱状交付式では、田中
会長から各校区の代表に委嘱状が交付されました。
今年度から新任で委嘱された方は３０名です。

　安心連絡カードは、日頃見守りをしていただいている人たちの連絡先を書い
て、電話の近くに置くものです。不安なことがあったり、何か困ったときに、
すぐに相談や連絡できる人を知っておくことは大事です。ご希望の方は社協ま
でお問い合わせください。

油性のマジックなどで記入し、
電話の近くに置きましょう。

田町・麓町
南町・寺町
灰久保町・土手町
老神町・新町
二日町・七日町
五日町・九日町
鍛冶屋町・大工町
紺屋町
上新町・下新町
北願成寺町
　
　
　
　
南願城寺町
南泉田町

北泉田町
　
鬼木町
　
　
　

鶴田町
　
　
駒井田町
　
城本町
　
瓦屋町
　
　

倉邊　寛子
稲留　美枝
中本　淳子
岩崎　逸子
堺 　 郁 恵
河野　生孝
簑田　えい子
東　かをる
（調整中）
岡田　昭範
山北　さわ子
酒井　伊津子
仲村　アツ子
福江　勝紀
深水　正春
平富　みさ子
中山　英志
今井　シゲ子
檜垣　康子
田頭　さゆり
甲斐　清子
上野　トミ子
桒原　サヨ子

丸尾　利子
川野　京子
黒木　クニカ
野田　陸子
松木　一子
和田　富美子
笠原　洋子
久保山　　眞
梅田　ルリ子
徳 澄 　 貢
山下　幸一
（調整中）

井ノ口町
合ノ原町
上青井町
中青井町
下青井町
　

西間上町
　
西間下町

　
　
東間上町
東間下町
蓑野町
古仏頂町
木地屋町
大塚町・桑木津留
田野町・高仁田
浪床町
七地町
蟹作町

上田代町・下田代町
大畑町・柴笠
大畑麓町・小川内
大野町
矢岳町

宝来町

相良町
上薩摩瀬町
下薩摩瀬町

下城本町
　
矢黒町
永野町
上戸越町
下戸越町
　
鹿目町・中神町段山

上林町一区・二区
中林町
下林町前村・二区
下林町仮屋・温泉町
中神町段
中神町馬場
中神町城本
中神町大柿・小柿
下原田町荒毛
下原田町上野・羽田
下原田町嵯峨里・堀
下原田町瓜生田・西門
上原田町上原・尾崎・菖蒲

佐藤　知英子
眞鍋　美雪
高嶋　貴美子
坂田　ツエ
下川　三代香
渕上　文子

杉本　秋廣
山田　エイ子
木村　由江
春口　美根子
地下　富子
（調整中）
白川　エイ
那須　信子
吉村　信子
木村　幸子
小倉　明美
村 山 　 至
元田　芳照
内村　トミ子
深水　和子
西 村 　 緑

横峯　一征
瀬口　順子
木野　芳子
松本　イチ子
土肥　賢司

山口　禮衣

渕田　悦子
松 川 　 勲
福岡　孝志
小鶴　タエ
中村　重男
豊岡　博史
桑原　和子
永田　みや子
右田　ミツエ
豊永　和人
原 　 〆 香
竹田　孝史

山口　敬子
新村　睦子
前原　タツ子
堀川　美智
杉本　恵子
森本　文子
筌場　比登美
大城戸　敦子
内布　シメ子
松尾　敬子
永井　信己
菅原　とえ子
羽田　ヨウミ

上漆田町・東漆田町
下漆田町

赤池原町・赤池水無町
赤池水無町外園 和泉　ケイ子

豊永　早苗
上 村 　 休

上原田町尾曲
馬草野・牛塚

（敬称略）

東校区

西校区

東間校区

大畑校区

西瀬校区

中原校区
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デ
イ
サ
ロ
ン
見
学
記 

⑪
九
日
町

身体を傾け、腕と脇腹を
伸ばします

今日も楽しく頑張りました！

ガンバルーンボールを
使って指の運動

新
し
い
会
場
が
増
え
ま
し
た
！！   

小
柿
町
公
民
館
デ
イ
サ
ロ
ン
開
所
式

　
平
成
27
年
4
月
14
日
（
火
）
、
小
柿
公

民
館
に
お
い
て
、
デ
イ
サ
ロ
ン
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
デ
イ
サ
ロ
ン
に
集
ま
っ
た
の

は
、
町
外
の
方
も
含
め
て
14
名
で
し
た
。

皆
さ
ん
開
始
の
10
時
よ
り
も
早
く
会
場
に

来
ら
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
が
は
ず
ん
で
い
ま

し
た
。

　
開
所
式
で
は
、
小
柿
秀
義
町
内
会
長
が

「
コ
タ
ツ
の
番
を
す
る
の
で
は
な
く
、
デ

イ
サ
ロ
ン
に
出
て
体
を
動
か
し
て
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
所
式
後
は
、
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
か

ら
始
ま
り
、
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
め
だ集合写真

ストレッチ会長の挨拶

　

九
日
町
の
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
会
場
で

は
、
月
に
２
回
、
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

取
材
し
た
４
月
15
日
は
、
初
め
て
参
加

し
た
方
も
含
め
て
10
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
約
１
時
間
半
行
わ

れ
る
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
体
操
の
間
は
、
明
る

い
か
け
声
と
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
自
分
の
身
体
の
調
子
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
痛
め
て

い
た
足
が
良
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
方

も
い
ま
す
。

　

指
導
者
の
福
島
先
生
は
「
ガ
ン
バ
ル
ー

ン
で
足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
、
笑
う
こ
と
、

お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し

た
南
泉
田
町
の
愛
甲
さ
ん
は
「
家
で
は
一

人
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
も
遠
方
に
い
る

し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
続
け
る
た
め

に
も
、
運
動
が
必
要
だ
と
思
っ
て
来
ま
し

た
。
他
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
体
操

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
次
回
も
参
加
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
・
第
４
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

か
の
会
」
の
舞
踊
を
楽
し
み
、
昼
食
を
は

さ
ん
で
ミ
ニ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ
た
」

「
一
日
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
良
か
っ

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

九
ち
ゃ
ん

ク
ラ
ブ
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育
て
よ
う 

助
け
合
い
の
心 

広
め
よ
う 

助
け
合
い
の
輪

育
て
よ
う 

助
け
合
い
の
心 

広
め
よ
う 

助
け
合
い
の
輪

育
て
よ
う 

助
け
合
い
の
心 

広
め
よ
う 

助
け
合
い
の
輪

平成26年度特別・賛助会費集計表
町　名

件数 金 額 １口 ２口 ３口 ４口 ５口 合 計
特別会費 賛　　助　　会　　費 合計金額

　　  （円）区

東
　
校
　
区

西
　
校
　
区

東 

間 

・ 

田 

野 

校 

区

上 新 町
下 新 町
南 願 成 寺 町
北 願 成 寺 町
南 泉 田 町
北 泉 田 町
鬼 木 町
七 日 町
五 日 町
二 日 町
九 日 町
大 工 町
紺 屋 町
鍛 冶 屋 町
新 町
麓 町
南 寺 町
田 町
　 計 　
井 ノ 口 町
合 ノ 原 町
瓦 屋 町
鶴 田 町
城 本 町
駒 井 田 町
上 青 井 町
中 青 井 町
下 青 井 町
　 計 　
西 間 上 町
西 間 下 町
東 間 上 町
東 間 下 町
浪 床 町
七 地 町
蓑 野 町
古 仏 頂 町
木 地 屋 町
蟹 作 町
赤 池 原 町
赤 池 水 無 町
赤池水無外園町
東大塚町桑木津留
東 大 塚 町
西 大 塚 町
西大塚町高仁田
田 野 町
　 計 　

1
1
5
4
5
13
1

1
2
1
2
2
2

4

44
1
1
11
3
5
4
2
1
1
29
4
3
1

1
1
1
1

2

14

34
14
78
142
57
71
104
26
24
25
9
12
31
26
67
22
55
49
846
71
136
307
93
82
57
30
28
94
898
103
86
191
32
56
74
103
92
35
63
34
33
15
9
12
13
5
19
975

1
3
1
6
2

2

1
1
2
5
2
5
1

1
33

8
1
1

10
12
4

2

2

4

1

25

8

1

1

3

13

3
1
1

1
6

1

1

1 
1 

1 

3 

1 

7 

2 
2 
1 

5 
1 

1 

1

1

10,000
10,000
50,000
40,000
50,000
130,000
10,000

10,000
20,000
10,000
20,000
20,000
20,000

40,000

440,000
10,000
10,000
110,000
30,000
50,000
40,000
20,000
10,000
10,000
290,000
40,000
30,000
10,000

10,000
10,000
10,000
10,000

20,000

140,000

36,000
20,000
80,000
183,000
66,000
71,000
111,000
26,000
24,000
27,000
19,000
16,000
41,000
30,000
101,000
24,000
60,000
51,000
986,000
71,000
136,000
342,000
108,000
92,000
57,000
34,000
28,000
97,000
965,000
132,000
94,000
191,000
32,000
60,000
74,000
107,000
92,000
35,000
63,000
34,000
33,000
23,000
9,000
17,000
13,000
5,000
19,000

1,033,000

36,000
30,000
90,000
233,000
106,000
121,000
241,000
36,000
24,000
37,000
39,000
26,000
61,000
50,000
121,000
24,000
100,000
51,000

1,426,000
81,000
146,000
452,000
138,000
142,000
97,000
54,000
38,000
107,000
1,255,000
172,000
124,000
201,000
32,000
70,000
84,000
117,000
102,000
35,000
83,000
34,000
33,000
23,000
9,000
17,000
13,000
5,000
19,000

1,173,000



⑪ 人吉市社協だより 平成27年(2015年)5月15日発行No.173

地
域
福
祉
の
推
進
　
ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
特
別
会
費
は
　
　
　
一
万
円

賛
助
会
費
は
一
口
　
　
千
円

町 名
件数 金 額 １口 ２口 ３口 ４口 ５口 合 計
特別会費 賛　　助　　会　　費 合計金額

　　  （円）区

大 

畑 

・ 

矢 

岳 

校 

区

西
　
瀬
　
校
　
区

中
　
原
　
校
　
区

上 漆 田 町
東 漆 田 町
下 漆 田 町
上 田 代 町
下 田 代 町
大 畑 町
大 畑 町 柴 笠
大 畑 麓 町
大畑麓町小川内
大 野 町
矢 岳 町
　 計 　
宝 来 町
矢 黒 町
相 良 町
上 薩 摩 瀬 町
下 薩 摩 瀬 町
下 城 本 町
永 野 町
上 戸 越 町
下 戸 越 町
鹿 目 町
　 計 　
上 林 一 区
上 林 二 区
中 林 町
下 林 町 前 村
下 林 町 仮 屋
下 林 町 二 区
温 泉 町
中 神 町 城 本
中 神 町 大 柿
中 神 町 小 柿
中 神 町 段
中 神 町 段 山
中 神 町 馬 場
下原田町瓜生田
下原田町西門
下 原 田 町 堀
下原田町荒毛
下原田町羽田
下原田町上野
下原田町嵯峨里
上原田町上原
上原田町牛塚
上原田町尾崎
上原田町菖蒲
上原田町馬草野
上原田町尾曲
　 計 　
口 数 合 計
金 額 合 計

2

1

3
3
1
1
1
2
3

2
1
14
1
1

3
1
1
1

1

1

4

1

15
119

47
28
43
58
28
45
3
35
5
40
28
360
41
54
104
57
60
107
97
62
116
30
728
60
72
122
21
19
71
64
32
41
16
247
8
50
37
40
63
109
37
10
52
28
24

25
16
9

1,273
5,080
5,080,000

1
3

1
5

2
4

1
1

8
1

2

1
4

8

2

1

19
100

200,000

1
1

2

4
1
1

1

1

8
30

90,000

1 

1 

1 

1 
15

75,000
1

4,000

20,000

10,000

30,000
30,000
10,000
10,000
10,000
20,000
30,000

20,000
10,000
140,000
10,000
10,000

30,000
10,000
10,000
10,000

10,000

10,000

40,000

10,000

150,000

1,190,000

47,000
28,000
43,000
58,000
30,000
51,000
3,000
35,000
5,000
40,000
30,000
370,000
41,000
58,000
112,000
57,000
67,000
112,000
100,000
62,000
116,000
30,000
755,000
62,000
84,000
129,000
24,000
21,000
79,000
64,000
32,000
57,000
16,000
259,000
8,000
50,000
37,000
40,000
63,000
109,000
37,000
10,000
52,000
31,000
24,000

27,000
16,000
9,000

1,340,000

5,449,000

47,000
28,000
43,000
79,700
30,000
51,000
13,000
35,000
5,000
40,000
30,000
401,700
71,000
68,000
122,500
67,000
87,000
143,000
100,000
62,000
136,000
40,000
896,500
72,000
94,000
129,000
54,000
31,000
89,000
74,000
32,000
67,000
16,000
259,900
8,000
50,000
37,000
50,000
63,000
169,000
37,000
10,000
52,000
31,000
24,000
10,000
27,000
16,000
9,000

1,510,900

6,663,100



平成２６年度

特別会員の皆様のご協力に感謝いたします。
どうぞ今年も変わらぬご協力をお願いします。
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くま川下りＫ・Ｋ
清水　博子
はと衛生社
願成寺ごんどう医院
㈱ 徳丸　
高木栄商店 ㈱
合資会社新堀産業
人吉青年会議所
豊永耳鼻咽喉科
大信寺
外山胃腸病院
田中　都志子
早田　亮彦
今藤歯科医院　
山内　啓二
寺床会計事務所
吉村皮ふ科医院
西岡　公生
熊迫　隆
西村　公男
中村　康之
本岩　新一
和田　成生
㈱ セルモ
田中　さき子
堀　秀行
中尾　好光
坂崎　博憲
速永　同志子
三浦整形外科
愛生会　外山病院
㈱ イスミ
堤病院付属九日町診療所
手石方　頼子
上村うなぎ店
くまべ創苑舎　
釜田醸造所
立山　商店
㈱ 繊月酒造
永国寺
岡　啓嗣郎
御手洗　肇
中村　則明
瀬上　雅暁

下新町
南願成寺町

北願成寺町

南泉田町

北泉田町

鬼木町

七日町
二日町

九日町

大工町

紺屋町

鍛冶屋町

新町

南寺町

㈱ 白岳酒造研究所
障がい者支援施設けやき
光永　医院
松本　晉一
三倉　重成
人吉動物病院
吉村　惣四郎
篠崎　國博
岡田　好清
万江病院
㈲マイマート
川上石油ガス ㈱
伊久美　寛志
伊津野　医院
㈲ ＯＡシステム岩本
大乗技建日本株式会社
大宮司　忍
観蓮寺
共生電設 ㈱
池田　達城
緒方　桂
掛井眼科
田中香花堂
愛甲産婦人科
吉田　陽一
武末歯科医院　
手塚病院
白奥　博文
田山　國孝

人吉連合青果 ㈱
馬場　嘉澄
馬場　佳代子
有島耳鼻咽喉科
瀬戸　致行
入江　正昭
岩井　容子
福山　誠二
㈲ 美研
山田　勝彦
山田　直明

山内　清
松岡　誠也
浦野　員生

西　ルミ
井上　タメ子
磯崎　靜雄

医療法人暁清会小林脳神経外科
ふかみ耳鼻咽喉科
アンジェリーク平安
山本　政義
福永　眞次
藤田　勲
山一工務店
中原　弘之
吉田病院
東　正継
ケアハウスあいせい
中村　明公
田中　輝
中村　光宏

今村　朱美
田村　順子
前村　敏夫
大瀬　彦一
九州ライフサーポート
宮原　芳子
下田　猛
川野　加奈子
才尾　弘太郎
田中　裕一
本田設計事務所
相良歯科医院
加賀　邦保
田中　沙知

井ノ口町
合ノ原町

瓦屋町

鶴田町

城本町

駒井田町

上青井町

中青井町
下青井町

西間下町

東間上町
浪床町
七地町
蓑野町

古仏頂町

蟹作町

　
大畑町柴笠

宝来町

矢黒町
相良町
上薩摩瀬町

下薩摩瀬町

下城本町

下戸越町

鹿目町

上林町一区
上林町二区

下林町前村

下林町仮屋
下林町二区
温泉町
中神町大柿
下原田町西門

（順不同・敬称略・匿名は除く）

西間上町

上田代町

下原田町荒毛

西校区  ２９名

大畑・矢岳校区 ３名

西瀬校区  １４名

中原校区  １４名

東校区  ４４名

東間・田野校区 １４名



　

暖
か
い
陽
気
が
よ
う
や
く
お
と
ず

れ
て
い
ま
す
。
皆
様
い
か
が
お
す
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は

３
月
に
大
き
な
活
動
が
２
つ
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
３
月
１
日
・
１５
日
の
二

日
間
の
日
程
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人

吉
市
で
も
い
つ
何
時
、
未
曾
有
の
災

害
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い

か
に
動
け
ば
良
い
の
か
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
し
て
ど
ん
な
協

力
が
で
き
る
か
、
学
ば
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

３
月
１７
日
に
は
人
吉
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
全
体
研
修
交
流

会
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
研
修

会
の
講
師
と
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
深

田
の
城
泉
寺
副
住
職　

山
口 

尊
生
様

を
お
招
き
し
「
こ
こ
ろ
を
ケ
ア
す
る

こ
こ
ろ
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
く
心
に
沁

み
る
お
話
し
で
し
た
。
午
後
よ
り
各

グ
ル
ー
プ
が
出
し
物
を
披
露
し
て
の

交
流
会
が
は
じ
ま
り
、
人
吉
市
ボ
ラ

連
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ご
挨
拶

　

３
月
31
日
に
錦
町
・
あ
さ
ぎ

り
町
・
多
良
木
町
・
湯
前
町
・

山
江
村
・
球
磨
村
そ
し
て
人
吉

市
の
７
市
町
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
会
長
が
一
堂

に
介
し
て
の
「
会
長
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
亡
く
な

ら
れ
た
馬
場
佳
代
子
会
長
が
生

前
よ
り
「
人
吉
球
磨
の
ボ
ラ
連

が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
言
わ

れ
て
い
た
の
を
具
現
化
す
る
形

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
連
携

も
約
束
し
良
い
交
流
も
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
も
積
極
的
な
活

動
、
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
へ

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

人
吉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会
長　

三
倉　

美
千
子

城泉寺  山口副住職のお話

全体研修交流会でのフォークダンス 災害ボランティア養成講座での土嚢詰め体験

ご
報
告

⑬

人　吉　市
ボランティア
連絡協議会

No.55

ふ
れ
あ
い

  
　
ぼ
ら
れ
ん
だ
よ
り

平成27年(2015年)5月15日発行No.173



平成27年(2015年)5月15日発行 ⑭No.173人吉市社協だより

……………… よろしくお願いします ………………

人事異動のごあいさつ

生活支援員　渥見　ユリ子

③この度、居宅介護支援事業所
で新しく業務させて頂きま
す。利用者様のお役にたてる
よう、頑張ります。

……… お世話になりました ………

①尾方　仁吏
②介護支援専門員　

③「生活困りごと支援センター」
にて「就労支援」の業務をさせ
ていただきます。
これまでの経験を生かし、頑
張ります。

①加藤　  弘
②就労支援員

③この度新しく勤務します。地
域を知り、理解し、ふれあいな
がら学んでいきます。

①江口　祥吾
②地域福祉権利擁護担当

③市民の皆さまと一緒になって
地域を盛り上げていけるよう
頑張ります。

①緒方　 茜
②ボランティアコーディネーター

③これまでの経験を生かし、
地域の皆様が安心して暮らす
ことができる社会の実現を目
指します。お気軽にご相談く
ださい。

　社協は家庭的な雰囲気で居心
地がよく、お蔭様で楽しく仕事
をさせていただきました。
今後は社協で培ったものを生活
に生かしていきます。

生活支援員　中山　英志

　１年で良いと云われ、気軽に
引き受けて11年が経ちました。
後半の６年間は、一人の方を受
けもって、月に２、３回の支援
でしたが、よく「死ぬまで付き
合ってくれ」と云われ、「年の
順だから俺の方が早いですね」
と笑っていたのですが、現実は
逆になり、私の役目は終わりま
した。合掌。

①中村　明公
②人吉球磨成年後見センター長

③日々の生活の中で起こった、
小さな悩みや困りごと、誰か
に聞いてもらいたいことがあ
りましたら、是非、ご利用くだ
さい。

①澤井　和代
②相談支援員

①名前　②役職　③コメント

配布期間：平成２７年６月１８日（月）
　　　　　～平成２７年７月１０日（金）
　　　　　※土･日曜、祝日を除きます。
　　　　　※郵送による試験案内の配布は行いません。
申込期間：平成２７年６月１８日（月）
　　　　　～平成２７年７月１０日（金）消印有効
試験期日：平成２７年１０月１１日（日）
　　　　　午前１０時開始
申込み方法等の詳細については、社協ホームペー
ジ及び配布する｢試験案内｣をご参照ください。

熊本県介護支援専門員実務研修受講試験の

｢試験案内｣を配布します。

平成27年度

試験実施機関・受験申込先・お問い合わせ先

社会福祉法人  熊本県社会福祉協議会
福祉人材・研修センター

〒860-0842　熊本市中央区南千反畑町３-７
　　　　　　  熊本県総合福祉センター４階
TEL 096-322-8077／ FAX 096-324-5464

※土・日曜、祝日を除く
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温かい善意に感謝します 市社協へご寄付芳名

　次の方々から「社会福祉に役立ててほしい」と、心温まるご寄付をいただきました。
皆様のご厚意に深く感謝申し上げますとともに、故人のご冥福をお祈り申し上げます。

香　典　返　し　（H27.2.1 ～ H27.4.30）
氏　名 続柄 故　人　名 住　所

黒木 　　猛

増津 　稔城

井口 　鎭己

宮原 　真二

田代 　隆子

倉橋 　信夫

瀬口 　哲央

赤池 　葉子

小野 　恵子

原田 　幸二

井下 　恭介

高橋 　健二

石井 　孝子

境目 　鉄男

丸尾 　辰雄

藤田 タミ子

中村 　義和

指宿 　博子

櫓木 トミ子

上村 　澄子

恒松 　義和

宮川 　良子

横瀨 　慶子

牛塚 　重孝

市野 　浩一

木場 　チヨ

白木 喜久男

小川 百合子

岩崎 　盛光

的場 理美子

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

御令室

御子息

御令室

御尊父

御主人

御令室

御尊父

御主人

御尊父

御母堂

御尊父

御母堂

御母堂

御子息

御尊父

御主人

御母堂

御　弟

御母堂

御主人

御母堂

御主人

御主人

御令室

御母堂

御主人

御母堂

御母堂

叔　母

御母堂

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

黒木 　君子

増津 　伸哉

井口 トミエ

宮原 　　真

田代 　　昭

倉橋 　菊枝

瀬口 　　智

赤池 　利光

正林 　準一

原田 　スエ

井下 　秀久

高橋 　トシ

石井 サツ子

境目 　圭祐

丸尾 　　巽

藤田 　正則

中村 セツ子

宮坂 　俊春

大坂間 ハルモ

上村 　次人

恒松 　スミ

宮川 　義信

横瀨 　基介

牛塚 ヲチカ

市野 スマ子

木場 　成雄

白木 チヨ子

小川 ミエ子

岩崎 　トラ

楮原 サツ子

下城本町

鶴田町

井ノ口町

赤池水無町

大工町

下城本町

東間下町

新町

上薩摩瀬町

鬼木町

西間下町

矢岳町

瓦屋町

下原田町嵯峨里

神奈川県大和市

蟹作町

古仏頂町

紺屋町

願成寺町

上戸越町

下戸越町

東大塚町

鬼木町

上原田町牛塚

鬼木町

東大塚町

鹿目町

下薩摩瀬町

球磨郡相良村

鬼木町

氏　名 続柄 故　人　名 住　所
様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

石塚 　悦子

大川 佐代子

鬼木 たや子

北川 　　徹

内布 　　亨

那須 知代子

金子 　利光

橋爪 　ちよ

岩本 　直樹

永田 イツ子

髙野 由紀子

柴田 久美子

坂道 　　直

田中 カエデ

山下 　光則

田山 トシ子

宮田 　浩子

馬氷 　ミキ

尾方 美代子

森山 久美香

岩本 　惠子

福元 サツ子

元山 ミツ子

八田 タミ子

杉本 美知春

熊川 ミチ子

山並 ツタエ

岡本　 春子

弟子丸 由美

山本　 靜男

山口 ケイ子

愛甲　 伸子

浦野　 忠幸

御　弟

御主人

御母堂

御母堂

御母堂

御母堂

御母堂

御尊父

御母堂

御主人

御母堂

御主人

御母堂

御主人

御母堂

御母堂

御母堂

御母堂

御尊父

御主人

御主人

御主人

御主人

御主人

御母堂

御主人

御主人

御主人

御主人

御母堂

御母堂

御母堂

御母堂

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

様

小栁 　哲夫

大川 　俊郎

廣瀬 サカエ

北川 フミノ

内布 ミス子

永田 アヤ子

金子 　数枝

橋爪 　宣人

岩本 トシ子

永田 　善雄

渡辺 ツヅミ

柴田 九州男

坂道 フユ子

田中 松太郎

山下 ヨシノ

松舟 　初子

宮田 シヅ子

馬氷 　ミヤ

彌永 　親男

森山 　義久

岩本 　　侃

福元 　数義

元山 　和郎

八田 七之介

杉本 ツル子

熊川　 　守

山並　 春記

岡本　 又雄

弟子丸　 学

山本 ハナエ

山口　 節子

愛甲　　 誠

浦野　 タエ

大阪市鶴見区

中神町大柿

鬼木町

赤池水無町

宝来町

東間下町

熊本市南区

南町

球磨郡山江村

瓦屋町

上林町

中林町

神奈川県秦野市

下林町

瓦屋町

瓦屋町

七日町

上林町

願成寺町

願成寺町

七地町

大野町

中神町段

下薩摩瀬町

上戸越町

鶴田町

合ノ原町

中林町

―

北泉田町

北泉田町

上田代町

城本町

○一般寄付（H27.2.1 ～ H27.4.30）
氏　　名 住　所 金　額

21,000円 

28,786円 

5,923円 

31,000円 

人吉植木苗木市 様

新町老人クラブ蓬莱会 様

上林町・合ノ原町・井ノ口町・鶴田町
四町内　彩葉杯 様

熊本県立球磨工業高等学校
生徒会 様

赤池原町

城本町

老神町

合ノ原町

○善意銀行（H27.2.1 ～ H27.4.30）
氏　　名 住　所 物 品・金 額

26,190円

車椅子 10台

家電製品 等

紙オムツ 等

ポータブルトイレ

人吉タクシー㈱ 様

尾方  迪子 様

山下  京子 様

匿名

九日町

紺屋町

瓦屋町

西間下町

秘密厳守
相談無料
要 予 約

開催日　毎月
時　間　午後１時３０分～午後４時
場　所　人吉市総合福祉センター
連絡先　２４－９１９２

専門相談の開催日
６月4日（木）
７月2日（木）
８月6日（木）
９月3日（木）
１０月1日（木）

１１月5日（木）
１２月3日（木）
１月7日（第２木曜）
２月4日（木）
３月3日（木）

第１木曜日

熊本県美術家連盟
会長   石原  昌一 様



編
集
後
記

　

桜
散
り
青
葉
映
え
る
新
緑
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

　

年
度
も
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の

方
々
が
交
代
さ
れ
、
デ
イ
サ
ロ
ン
の
会
場

に
行
っ
て
も
顔
ぶ
れ
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
今
の
高
齢
者
時
代
に
、
皆
さ
ん
と

会
っ
て
楽
し
く
面
白
く
過
ご
す
の
が
一
番

の
生
き
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
だ

ん
だ
ん
あ
た
た
か
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

体
力
に
気
を
つ
け
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

（
調
査
広
報
部
会　

Ｔ)
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♥ご協力をお願いします♥
♡町内会や女性部の方が

訪問したときに
町内会や女性部にご協力をいた
だき、社員への加入と、活動資金
のご協力に、各
家庭を訪問さ
せていただい
ております。

♡指定の預金口座から
自動引き落としで

♡郵便局、銀行などからお振り込みで
♡クレジットカード決済で

ご不明な点は、

あなたの社資が赤十字の活動を支えています。

赤十字の活動に賛同いただき、赤十字の活動資金へご協力をお願いいたします。

日本赤十字社の活動領域

命を救う
いのち

いのち

人を育む

５月は赤十字運動月間です。

看護師の育成はもちろん、青少
年ボランティアの実施などをと
おして、技術や知識、そして思
いを未来へとつないでいます。
○青少年赤十字、看護師等教育など

赤十字の意味
世界中で、戦争や紛争で傷
つき苦しんでいる人々や、
その人たちを救うために活
動している人々を「守るた
め」に国際的に取り決めら
れた重要なマークです。

生活を支える
全国で児童福祉・老人福祉・障
がい者福祉施設を運営しながら
ボランティアのみなさんと一緒
に、地域に密着した幅広い活動
をおこなっています。

医療や災害救援などの「命を救
う」活動をおこなっています。
○国内外災害救援活動
○救急法等講習 など

社資（社員）とは？
社資とは、「社費」（毎年５００円以上）と、「寄付金」のことです。社資のご協力をい
ただいた方を日赤では、社員と呼びます。なお、年額2,000円以上の寄付をしていただいた
方は、特別会員となります。　　　　　　　　　　　　★社資は、強制ではありません。

日赤人吉市地区
（電話 24-9192)

お問い合わせください。

♡ ♡

助成金申請団体募集!!
福祉向上を図るため、本協議会では、高齢者・障がい者
及び児童等を対象に、創意、工夫を活かした事業を行う
各種関係団体に対して、助成金の配分を行います。

人吉市に所在し、人吉市民の福祉
向上のため活動している団体。
上限５万円 ※本年度枠10万円
申請により審査委員会にはかり決定します。

平成27年６月５日（金）まで

対　　象

募集期間

審査決定

助成金額

詳細は、社協ホームページか次の連絡先へお問い合わせください。

人吉市社会福祉協議会　電話 24-9192


